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「人と動物，生態系の健康はひとつ ワンヘルスシンポジウム
～ポストコロナ時代の感染症と生物多様性　保全～」

オンライン開催される

行事等報告

令和 3年 2月 13日（土），13：30〜16：30「人と動物，
生態系の健康はひとつ　ワンヘルスシンポジウム　〜ポ
ストコロナ時代の感染症と生物多様性 保全〜」が，
公財世界自然保護基金ジャパン（WWFジャパン）が主
催，一社リアル・コンサベーション及び国際自然保護連
合（IUCN）日本委員会の共催，環境省，厚生労働省，
公社東京都医師会，公社東京都獣医師会，公社日本医師
会，公財日本自然保護協会，公財日本野鳥の会，人と動
物の共通感染症研究会，福岡県，認定 NPO法人 野生
生物保全論研究会及び本会の後援で開催された．
本シンポジウムはWWFジャパンが発起人となり，
新型コロナウイルス感染症のパンデミックの発生に関
し，地球環境に起きている危機を改めて見つめなおし，
次のパンデミックを防ぐためには，人と動物，生態系の
健康をひとつと捉える「ワンヘルス」の取組みが不可欠
として，本テーマについて，国際機関や専門家，行政，
NGOがそれぞれの立場から知見の共有や呼びかけを行
うシンポジウムの開催参画を関係団体に呼びかけ実現し
たものである．
シンポジウムでは，主催者であるWWFジャパンの
前田智子顧問が進行を務め，まず，開会にあたり，
WWFジャパンの東梅貞義事務局長から挨拶がなされた
後，WWFジャパン名誉総裁である秋篠宮皇嗣殿下から
お言葉を頂戴した．次に国内から小泉進次郎環境大臣，
海外から世界保健機関（WHO）のマリア・ネイラ

（Maria Neira）公衆衛生・環境・健康の社会的要因担
当ディレクター，国連環境計画（UNEP）のインガー・
アンダーセン（Inger Andersen）事務局長，生物多様
性条約（CBD）のデイビッド・クーパー（David Coo-

per）副事務局長からそれぞれメッセージが述べられた．
続いてシンポジウムの第 1部は「パンデミックを防ぐ
ためのワンヘルス」をテーマとして，京都大学の山極
壽一名誉教授，長崎大学熱帯医学研究所の山本太郎教授
が基調講演を行い，「ワンヘルス」共同宣言が紹介され
た（別記）．その後，日本大学生物資源科学部動物資源
科学科の村田浩一特任教授及び福岡県保健医療介護部生
活衛生課の田村　聡課長から講演が行われた．
第 2部は「生物多様性と感染症」をテーマに国際獣疫
事務局（OIE）の釘田博文アジア太平洋地域代表が基調
講演を行った後，WWFジャパン野生生物グループの
浅川陽子氏，環境省自然環境局野生生物課の立田理一郎
鳥獣保護管理企画官及び国立環境研究所生物生態系環境
研究センター生態リスク評価・対策研究室の五箇公一室
長から講演が行われた．
そして，閉会に際し，IUCN日本委員会の渡邉綱男会

長から挨拶が述べられ，終了した．
本会では，これまで積極的にワンヘルスに取り組んで
きたが，今後とも，このようなシンポジウム等の催しに
も支援・協力していく予定である．

新型コロナウイルス感染症（COVID︲19）の世
界的大流行（パンデミック）により，人類は歴史的
な危機に陥っています．近年，COVID︲19を含む
新興感染症の発生が増加する傾向にあり，これらの
約 7割が人獣共通感染症（人と動物の共通感染症）
であると考えられています．このような感染症発生
の背景には，人類が自然環境におよぼしてきた負の

影響，すなわち地球規模の異常気象，大規模な森林
の破壊，土地利用の転換や農業・畜産業の拡大，さ
らに野生動物の商取引・消費といった問題があると
指摘されています．人に感染しうるウイルスは最大
で 82万 7000種類あると推測されるなか，予防的
対策にかかるコストはパンデミックによって被る被
害額の 100分の 1と推計されており，今こそ予防

（別　記）

人と動物，生態系の健康はひとつ ～ワンヘルス共同宣言
2021/01/15



225

的アプローチによる，人と自然が共に生きられる社
会の実現が急務となっています．
私たち，人と動物の医療や公衆衛生，環境保全に
携わる機関・団体は，日本，そして世界での新興・
再興感染症の発生予防，パンデミック防止に向け，
「人」「動物」「生態系」の健康をひとつと考えるワ
ンヘルス（One Health）の理念のもと，それぞれ
の力を集結，連携し，さらに政府との対話を通じて，
下記に取り組んでいくことを誓います．

記

生態系の健康を守ります
・地球規模での人間活動の拡大が，森林伐採など
の自然破壊を引き起こし，新興感染症の発生要
因となっている現状を認識し，環境問題の危
機を訴えていきます．
・新興感染症の発生や新たなパンデミックを防ぐ
ために，生態系を構成する健全な生きもののつ
ながりに配慮し，これまでの過度の自然環境へ
の立入りや過剰な利用を含む野生動物との関わ
り方を見直していきます．
・地球上の生態系が，人と動物の生命を支えてい
ることを忘れず，その保全と回復に取組み，そ
のための行動を社会に呼びかけます．

動物の健康を守ります
・私たちが接触する動物には，ペット（コンパニ
オンアニマル）や家畜だけでなく，暮らしの中
で意識することは少ない多くの種類の野生動物
も含まれていることを強く認識します．
・人と動物の間で感染症が伝播することを認識
し，動物たちとの距離感を見つめ直し，適切な
関わり方を考えていきます．また，感染症リス
クの高い野生動物の利用や取引を削減していき
ます．
・そのために私たちは，病原体の保有リスクを含

めた野生動物の生態への理解向上や，家畜や野
生動物の健全性のモニタリング，ペットや家畜
の感染症対策，飼育動物の福祉向上を進めます．

人の健康を守ります
・健全な生態系の確保は，人の身体的・精神的な
健康と豊かさにつながることを強く認識し，よ
り多くの人に訴えていきます．公衆衛生に深刻
な脅威をもたらす気候変動，森林破壊，水質汚
染といった環境問題を，国際，地域，様々なレ
ベルでの協力・連携のもと解決し，心身両面の
健康に貢献することを目指します．
・生態系の保全，生物多様性の確保，飼育動物と
の適切な関係の構築を通じて，人獣共通感染症
（人と動物の共通感染症），薬剤耐性菌の蔓延，
食品汚染などによる健康被害を防止し，公衆衛
生の向上に貢献します．
・ワンヘルスの考え方や諸活動について，幅広い
世代の市民に啓発し，ポストコロナのライフス
タイルを創生し，人と自然が共に生きる社会の
実現を目指します．

生態系の健康，そして動物の健康を守ることが，
人の健康を守ることでもある，という事実を認識
し，これら 3つの健康をひとつの健康と捉え，守っ
ていきます．

呼びかけ団体名（12団体　五十音順）：
国際自然保護連合日本委員会，公財世界自然保護

基金ジャパン（WWFジャパン），公社東京都医師
会，公社東京都獣医師会，公社日本医師会，公財日
本自然保護協会，公社日本獣医師会，公財日本野鳥
の会，日本ワンヘルスサイエンス学会，人と動物の
共通感染症研究会，認定 NPO法人野生生物保全論
研究会，一社リアル・コンサベーション


